
 
 

榎
本 

達 

選 

 
 

特 

選
（
一
般
の
部
） 

金
縷
梅
の
花
ち
り
ち
り
と
黄
を
飛
ば
す 

 
 

 
 

府
中
市 

小
林
美
智
惠 

 
評 
ま
ん
さ
く
の
花
の
特
徴
を
捉
え
て
面
白
さ
を 

出
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

白
梅
の
万
蕾
解
く
朝
の
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
大
和
市 

斎
藤
ち
え
子 

 

評 

「
万
蕾
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
い
調
べ
の
整 

っ
た
句
に
な
り
ま
し
た
。 

梅
の
名
は
「
月
影
」
と
い
ふ
う
す
み
ど
り 

 
 

 

府
中
市 

小
長
谷
敦
子 

 

評 

茶
青
梅
な
ど
と
同
じ
青
軸
性
に
分
類
さ
れ
る 

梅
花
の
特
徴
に
着
目
し
て
一
句
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

生
き
て
吾
在
り
探
梅
の
風
の
中 

 
 

 
 

 
 

 

府
中
市 

村
田 

 

暹 
 

評 

冷
た
い
探
梅
の
風
の
中
に
あ
っ
て
、
生
涯
の 

感
慨
が
籠
っ
た
「
生
き
て
吾
在
り
」
に
な
っ 

て
い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。 

傀
儡
の
御
辞
儀
愛
ら
し
梅
の
園 

 
 

 
 

 
 

 
品
川
区 

澤 

由
紀
江 

 

評 

「
梅
ま
つ
り
」
の
期
間
中
、
休
日
な
ど
に
演
じ
ら 

れ
る
傀
儡
の
愛
ら
し
さ
が
捉
え
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

佳 

作
(一
般
の
部
) 

店
蔵
の
箱
階
段
や
ひ
な
飾
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

寺
田 
明
紀 

老
木
も
若
木
と
同
じ
梅
咲
き
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 

調
布
市 

富
塚
由
美
子 

古
民
家
の
煙
出
し
屋
根
や
春
の
雲 

 
 

 
 

 
 

川
崎
市 

藤
原 

幸
子 

雛
曇
て
ふ
紅
梅
の
あ
で
や
か
に 

 
 

 
 

 
 

 

府
中
市 

山
田 

節
子 

枝
振
り
を
空
へ
掲
げ
る
野
梅
か
な 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

芝 

喜
久
子 

花
は
よ
し
枝
は
な
ほ
よ
し
梅
古
木 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

勝
浦 

孝
夫 

肩
越
し
に
カ
ン
バ
ス
の
ぞ
く
梅
日
和 

 
 

 
 

 

府
中
市 

直
木 

葉
子 

そ
れ
ぞ
れ
の
歩
幅
で
歩
く
梅
日
和 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

後
藤 

智
子 

梅
の
香
に
目
覚
め
よ
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
も 

 
 

府
中
市 

保
坂 

倶
孝 

風
に
乗
る
梅
の
花
び
ら
手
に
肩
に 

 
 

 
 

 
 

府
中
市 

志
田 

礼
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略 

新
漢
字
・
歴
史
的
仮
名
遣
い 

順
不
同
） 

【 

榎
本 

 

達 

】 

昭
和
二
三
年
東
京
都
府
中
市
生
ま
れ
。
市
村
究
一
郎
に
師
事
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

俳
人
協
会
会
員
。 

く
わ
い
ら
い 


